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伝統を継承し、誇りをもって
未来へひらく学校
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幸手市立上高野小学校
　本校は、明治 6年に開校し、今年度で 147 年目を
迎えました。「思いやりのある子」「よく考える子」
「元気な子」を学校教育目標として掲げ、家庭・地域
との連携を深めながら、日々教育活動に取り組んで
います。
　コロナ禍の現在ですが、これを「新たな価値を創
造するチャンス」と捉え、さまざまな教育活動に取
り組んでいます。　
　10 月 8 日・9日には、感染症
対策を万全に行い修学旅行を実
施しました。福島県会津方面に
赴き、グループごとの体験学習をしたり、震災につ
いての講話を聞いたりして、学びを深めました。10
月 31 日には音楽会を実施し、低・中・高学年と時
間を分け、互いの学級の音の響きを感じ取っていま
　　　　　　　　　した。残念ながら公開は、6 年
　　　　　　　　　生保護者に対する鼓笛演奏のみ
　　　　　　　　　でしたが、今後、ネット配信で
　　　　　　　　　各学級の演奏の様子を保護者の
皆様に見て頂く予定です。
　また、令和 2年度から、幸手市教育委員会ならび
に幸手市教育研究会より「学力向上に関する研究」の
委嘱を 3年間受け、研修を深めていきます。
　これまで積み上げてきたものを継承し、心と体を
一体として捉えた指導法の工夫改善を図るととも
に、めざす児童像を具現化し、
一人ひとりが「自信と誇り」をも
てるよう、研究に励んで参りま
す。

人
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　11 月 18 日（水）権現堂川小学校 5 年生児童が、
社会科見学として日本トランスシティ株式会社（神
扇）を訪れ、靴の物流を見学しました。
　幸手営業所の谷口所長から、会社の概要などの
少し難しい話を分かりやすく解説され、その後 2
班に分かれ見学が始まりました。
※日本トランスシティ株式会社は総合物流企業で、さまざ
　まな商品を取扱う中、今回は靴の物流を見学。

日本保健医療大学と包括的連携協定の締結

ピッキング作業体験（商品をとること） 
　13 桁の商品コードが書かれたお題から下 4 桁を確認し、商品棚から商
品を取ってきます。
　少しドキドキしながらも答え合わせ…、全員正解でした！

ソーター・省力化機器見学　（ソーター：商品を配送先別に分ける自動仕分け機器）

　ソーターに乗った商品がつぎからつぎへと流れてきて、そこに新たなライン
から商品が合流しますが、商品が当たりそうで当たらない様子を、児童たちは
不思議そうに見ていました。
　また、商品に値札を貼る作業は機械が自動で行いますが、ここで問題です！
　「値札を貼る時、電気と〇〇を使いますが、何を使っているでしょうか？」

※答えはこのページのどこかにあります。

　コロナ禍でなかなかできなかった社会科見学ですが、児童らは
待ちに待っていたようで、積極的に質問をしながら一生懸命に学
習メモも取っていました。

谷口所長のお話し
　今回、フル稼働後初めての社会科見学
の受け入れになりますが、企業理念に「地
域とともに生き、広く社会の発展に貢献
する」という言葉がありますので、前向
きな姿勢でインターンシップや家族を呼
ぶなどして、地域や家族の理解に対し貢
献していきたいと考えています。
　物流はきついというイメージがありま
したが、今はシステム化・省力化が進ん
できていますので、きれいな環境で働い
ているところを、社会科見学も含めてぜ
ひ見てもらいたいですね。

これかな？

こっちかな？

答え：空気

ぶつかりそうでぶつからない！

　12 月 4 日（金）幸手市役所にて、幸手市と日本保健医療大学
間で包括的連携協定を締結しました。
　包括的連携により、福祉・医療・保健に関することはもと
より、地域振興や情報発信などさまざまな分野での連携を図
り、協働によるまちづくりを進めてまいります。
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郷土資料館「藁で作るお正月飾り」

社会科見学！　(権現堂川小学校）
待ちに待った！

　12 月 13 日（日）、藁細工職人の坂斉武男さんを講師に迎え、
もの作り体験「藁で作るお正月飾り」が行われました。
　坂斉さんの藁を編んでいく見事な手さばきを、参加したみ
なさんは手を止め、食い入るように見つめます。
　参加者は「昨年から楽しみにしていたので、今年も参加で
きてよかったです。上手に仕上げられたので、良いお正月を
迎えられそうです！」と話してくれました。


